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まちづくりの目標指標

2

25.00

17.00

15.00

9.40

90.00

1

81.30旧耐震設計の木造住宅数（戸）

累計橋梁数（累計橋数）

主管課

①

現状と課題

 将来、発生が予想される地震や豪雨災害に備え、住宅や各種施設の耐震改修や、被害が予想される箇所の整備を進
め、安心して生活できる環境づくりを推進することが必要である。
　道路のほか施設等が老朽化しており、早急な対策が必要となっています。さらに、集中豪雨に対する河川整備や雨水管
渠の整備なども進めて行く必要があります。
　市民が安全・安心に暮らせるよう美しく豊かな自然環境と調和したまちづくりを推進する必要がある。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

　美しい自然環境を活かした、快適で安らぎのあるまちづくりを目指すため、人に優しい道路や、河川、公園等の整備、上
下水道の安定供給、公共下水道の整備を推進していきます。
　自然と調和した美しい景観づくりに加え、自然環境に配慮したまちづくりを進めるとともに、にぎわいのある中心市街地
の再生、災害に強い安全・安心に暮らせるまちづくりの実現を目指す。
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基本政策間連携
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指標の説明（単位）

主管課

2

2022年度目標値
2027年度目標値

建設課

　美しい自然環境を活かした、快適で安らぎのあるまちづくりを目指すため、人に優しい道路や、河川、公園等の整備、上下水道の安定供給、公共下
水道の整備を推進していきます。
　自然と調和した美しい景観づくりに加え、自然環境に配慮したまちづくりを進めるとともに、にぎわいのある中心市街地の再生、災害に強い安全・安
心に暮らせるまちづくりの実現を目指す。
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施策等名称
豊かな自然を活かし環境に配慮した災害に強いまちづく
りの推進

体系番号 0401010602
主管課 建設関連課

基本政策間連携
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２　指標等の推移と変動要因

93.49

2023年度 米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

変
動
要
因
等

2023年度
回覧、ﾋﾞｰﾅﾁｬﾝﾈﾙ、パネル展示等の周知の他に、耐震診断実施者に電話連絡し耐震改修の必要性や助成制度について説明を行ったことで、耐震化
が進んだ。

変
動
要
因
等

公園大橋、西茅野大橋が終了。

中大塩大橋上部工が修繕完了。

横川橋が完了。

北大塩中区配水池築造と合わせた米沢地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

米沢、玉川地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

16.10

93.6081.40 87.21

14.00 15.00

85.50

95.00

米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

宮川、金沢地区集落懇談会実施、啓発チラシ送付等を通じ、耐震化が進んだ。

93.60

2023年度 木落跨線橋、2537橋、神橋が完了。

変
動
要
因
等

2023年度 米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

変
動
要
因
等

2023年度
回覧、ﾋﾞｰﾅﾁｬﾝﾈﾙ、パネル展示等の周知の他に、耐震診断実施者に電話連絡し耐震改修の必要性や助成制度について説明を行ったことで、耐震化
が進んだ。

変
動
要
因
等

米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

宮川、金沢地区集落懇談会実施、啓発チラシ送付等を通じ、耐震化が進んだ。

宮川、金沢地区集落懇談会実施、啓発チラシ送付等を通じ、耐震化が進んだ。

宮川地区集落懇談会による啓発、耐震パネル展示等告知により、耐震化が進んだ。

回覧、ﾋﾞｰﾅﾁｬﾝﾈﾙ、パネル展示等の周知の他に、耐震診断実施者に電話連絡し耐震改修の必要性や助成制度について説明を行ったことで、耐震化
が進んだ。

87.14 85.10

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

90.00

実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

22.00 22.00 23.00

13.00 14.00 15.00

25.00 64.00 80.00 88.00 88.00 92.00

16.10

85.50

95.00

26.00

104.00

回覧、ﾋﾞｰﾅﾁｬﾝﾈﾙ、パネル展示等の周知の他に、耐震診断実施者に電話連絡し耐震改修の必要性や助成制度について説明を行ったことで、耐震化
が進んだ。

17.20 63.95 69.77 75.58 81.40 87.21

96.82 94.56 94.44

85.00

25.00 64.00 80.00 88.00 88.00 92.00

北大塩中区配水池築造と合わせた米沢地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

米沢、玉川地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。

米沢、蓼科地区の基幹管路整備及び市内既設管布設替により耐震化が進んだ。
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0401010602
主管課

体系番号
豊かな自然を活かし環境に配慮した災害に強いまちづくりの推進
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26.00

104.00

建設関連課
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2019年度
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2022年度

宮川橋が終了。

中央自動車道に架かる橋が終了。

公園大橋、西茅野大橋が終了。

中大塩大橋上部工が修繕完了。

横川橋が完了。
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宮川橋が終了。

中央自動車道に架かる橋が終了。
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柱1
旧耐震設計の木造住宅数

81.30

木落跨線橋、2537橋、神橋が完了。

宮川地区集落懇談会による啓発、耐震パネル展示等告知により、耐震化が進んだ。

回覧、ﾋﾞｰﾅﾁｬﾝﾈﾙ、パネル展示等の周知の他に、耐震診断実施者に電話連絡し耐震改修の必要性や助成制度について説明を行ったことで、耐震化
が進んだ。
回覧、ﾋﾞｰﾅﾁｬﾝﾈﾙ、パネル展示等の周知の他に、耐震診断実施者に電話連絡し耐震改修の必要性や助成制度について説明を行ったことで、耐震化
が進んだ。

宮川、金沢地区集落懇談会実施、啓発チラシ送付等を通じ、耐震化が進んだ。

84.14 86.90 87.14 85.10 85.00
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①橋梁について、集約
化と廃止の検討を行い
維持管理コストの縮減を
図る必要がある。③耐
震診断を行った市民に
対し、耐震改修の重要
性について説明を行い、
耐震化を促す。②老朽
管が今後多くなることが
予想されることから、他
事業との計画を整合す
ることで、コスト縮減を図
る必要がある。

施策等名称

３　評価・改革改善

評
　
　
　
　
　
価

項　　目 2018年　（前年度比） 2019年　（前年度比） 2020年　（前年度比） 2021年　（前年度比）

1.33

1.33

橋梁修繕、上水道配水
池整備事業などの大型
事業費の増減による。

橋梁修繕、上水道配水
池整備事業などの大型
事業費の増減による。

848,667,615

重点化する
施策の柱

事業費(円)

うち一財(円)

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

進捗評価 順調 順調 順調 順調

0401010602
主管課

体系番号
豊かな自然を活かし環境に配慮した災害に強いまちづくりの推進

投資額

(2018年
～2023
年(総

括)につ
いては
2023年
の実績
を記載)

橋梁修繕、上水道配水
池整備事業などの大型
事業費の増減による。

0.81

0.81384,169,615

941,132,000

423,512,000

1.11

1.10

763,122,556

343,412,556

1,015,162,683

456,822,683

伊藤　研一

黒澤　俊彦

2024年7月12日

建設関連課

（単位：円）

2018年～2023年（総括）

4,026,640,600 5.04

1,898,802,500 5.26

橋梁修繕、上水道配水
池整備事業などの大型
事業費の増減による。

①緊急輸送路に指定されて
いる中央自動車道に架かる
橋梁については、修繕が完
了した。その他の橋梁につ
いては計画的に進められて
いる。②期間管路である北
大塩中区配水池~埴原田配
水池への送水管工事を実
施し、計画通りに進捗してい
る。③耐震診断、改修等の
補助制度を設け、ＰＲ活動
の推進により、補助制度の
活用、耐震化率向上が図れ
た。

0.79

0.79

橋梁修繕、上水道配水
池整備事業などの大型
事業費の増減による。

799,377,284

360,889,922

順調

2022年　（前年度比）

①インフラ整備を行い、
安全性の確保、満足度
の向上へ繋げていきた
い。②上水道施設の耐
震化を進め、災害に備
えた安定供給の確保を
図る必要がある。③耐
震改修は国でも重要緊
急課題である。命を守る
こと、住居の安全性の確
保が重要。

①これから修繕計画に
ある橋梁については、課
題が多く解決に費用と労
力がかかる。②管路延
長が長いため、整備に
は年数が必要であり、今
後は法定耐用年数が増
える傾向にある。③耐震
改修の重要性をもっと認
識していただくよう、効果
的な周知・啓発に取り組
む必要がある。

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

①今年度に5ヶ年かけて
行ってきた504橋の橋梁
点検が終了した。②北
大塩中区配水池～埴原
田配水池への送水管工
事、中央病院への送水
管工事を実施。
・北大塩中区配水池築
造工事を実施。
③耐震診断、耐震改修
申請に対する補助。広
報・啓発。

①第2期長寿命化計画
の策定を実施した。②北
大塩中区配水池～埴原
田配水池への送水管工
事、中央病院への送水
管工事を実施。③耐震
改修申請に対する補
助。金沢地区集落懇談
会、耐震診断実施者に
改修補助制度の案内
DM発送。

①第2期長寿命化計画
に基づき公園大橋、西
茅野大橋の修繕が終了
した。②北大塩中区配
水池～埴原田配水池へ
の送水管工事、蓼科湖
周辺の送配水管工事を
実施。・埴原田配水池築
造工事を実施。③宮川
地区集落懇談会、耐震
診断実施者に改修補助
制度の案内DM発送。

課
題

①計画を見直す必要が
ある。レベル3以上（修繕
が必要）の橋梁が47橋
ある中、橋梁修繕費の
確保が難し。②全管を整
備するには年数が必要
であり、今後は法定耐用
年数を超える管路が増
える傾向にある。③より
効果的な周知・啓発
・区・自治会レベルでの
集落懇談会実施
。

①第2期長寿命化計画
で策定したレベルⅢの
橋梁について、計画的
に進める必要がある。②
全管を整備するには年
数が必要であり、今後は
法定耐用年数を超える
管路が増える傾向にあ
る。③ちの、宮川、金沢
地区を重点地区とし、集
落懇談会の実施を個別
に区に働きかける。

①交付金の採択要件と
して新工法や新材料な
どの新技術工法の検討
が追加された。②全管を
整備するには年数が必
要であり、今後は法定耐
用年数を超える管路が
増える傾向にある。ち
の、宮川、金沢地区を重
点地区とし、集落懇談会
の実施を個別に区に働
きかける。

（Ｒ4評価）
①16件の修繕が終了し
た。②米沢の送水管工
事、蓼科系統の配水管
工事を実施。蓼科第6配
水池築造工事が完了。
③広報、耐震改修の必
要性や助成制度につい
て説明を実施。
（総括評価）
①②③順調に進んでい
る

（Ｒ4評価）
①事業費の確保と事業
量の消化②法定耐用年
数を超える管路が増加
傾向にある。③重点地
区へ、個別に働きかけ
る。
（総括評価）
①②事業費の確保と事
業量の消化。③重点地
区へ、個別に働きかけ
る。

①第2期長寿命化計画
に基づき中大塩大橋上
部工の修繕が終了し
た。②北大塩中区配水
池～埴原田配水池への
送水管工事、蓼科第一
配水池配水系統の配水
管工事を実施。・埴原田
配水池築造工事が完
了。③ちの地区防災訓
練での広報、耐震改修
の必要性や助成制度に
ついて説明。

①インフラ整備を行い、
安全性の確保、満足度
の向上へ繋げていきた
い。②上水道施設の耐
震化を進め、災害に備
えた安定供給の確保を
図る必要がある。③耐
震改修は国でも重要緊
急課題である。命を守る
こと、住居の安全性の確
保が重要。

①インフラ整備を行い、
安全性の確保、満足度
の向上へ繋げていきた
い。②上水道施設の耐
震化を進め、災害に備
えた安定供給の確保を
図る必要がある。③耐
震改修は国でも重要緊
急課題である。命を守る
こと、住居の安全性の確
保が重要。

①インフラ整備を行い、
安全性の確保、満足度
の向上へ繋げていきた
い。②上水道施設の耐
震化を進め、災害に備
えた安定供給の確保を
図る必要がある。③耐
震改修は国でも重要緊
急課題である。命を守る
こと、住居の安全性の確
保が重要。

①補助事業の活用す
る。②他事業との計画を
整合することで、よりコス
ト縮減を図り事業費をお
さえていく必要がある。
③ちの、宮川、金沢地区
を重点地区とし、集落懇
談会の実施を個別に区
に働きかける。

①対応済み率が県内の
平均を下回っている。②
全管を整備するには年
数が必要であり、今後は
法定耐用年数を超える
管路が増える傾向にあ
る。・ちの、宮川、金沢地
区を重点地区とし、集落
懇談会の実施を個別に
区に働きかける。

①工事において従来の
工法のみでなく新技術
工法を加えた比較検討
を実施する。②他事業と
の計画を整合すること
で、よりコスト縮減を図り
事業費をおさえていく必
要がある。③ちの、宮
川、金沢地区を重点地
区とし、集落懇談会の実
施を個別に区に働きか
ける。

①インフラ整備を行い、
安全性の確保、満足度
の向上へ繋げていきた
い。②上水道施設の耐
震化を進め、災害に備
えた安定供給の確保を
図る必要がある。③耐
震改修は国でも重要緊
急課題である。命を守る
こと、住居の安全性の確
保が重要。

重点
事務事業

①軽微な改修、交通規
制等を検討し、改修済み
率の向上を行う。②他事
業との計画を整合するこ
とで、よりコスト縮減を図
り事業費をおさえていく
必要がある。③ちの、宮
川、金沢地区を重点地
区とし、集落懇談会の実
施を個別に区に働きか
ける。

改
革
・
改
善

改革・
改善内容

①今後、レベル3からレ
ベル2（経過観察）まで修
繕し、長寿命化を図って
いきたい。②他事業との
計画を整合することで、
よりコスト縮減を図り事
業費をおさえていく必要
がある。③耐震対象者
に対し、戸別訪問の代
わりにDM発送。
・重点地区（ちの・宮川・
金沢）での集落懇談会
実施。

①レベルⅢの橋梁につ
いて「経過観察（追跡調
査）」や交通規制などに
より、修繕コストを押さ
え、長寿命化を図ってい
く。②他事業との計画を
整合することで、よりコス
ト縮減を図り事業費をお
さえていく必要がある。
③ちの、宮川、金沢地区
を重点地区とし、集落懇
談会の実施を個別に区
に働きかける。

①インフラ整備を行い、
安全性の確保、満足度
の向上へ繋げていきた
い。②上水道施設の耐
震化を進め、災害に備
えた安定供給の確保を
図る必要がある。③耐
震改修は国でも重要緊
急課題である。命を守る
こと、住居の安全性の確
保が重要。

施
策
の
柱
等
の
重
点
化

理　由
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